
左
記
の
と
お
り
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

一
、
中
学
生
・
小
学
生
・
幼
年

　
●

課
題
＝
次
ペ
ー
ジ
掲
出
課
題

　
●

用
紙
＝
本
会
選
定
用
紙

　
　
　
　
○‌

　�

幼
・
小
一
年
…
…
…
…
…
四
行
用
紙

　
　
　
　
○‌

　�

小
二
年
以
上
…
…
…
…
…
五
行
用
紙

　
●

用
具
＝
幼
年
か
ら
小
三
ま
で
は
え
ん
ぴ
つ

　
　
　
　
　‌�

小
四
以
上
は
、
つ
け
ペ
ン
、
デ
ス
ク
ペ

ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使

用
。

一
、
出
品
料
（
一
点
に
つ
き
）

　
　
会
　
　
　
友
　
　
六
三
〇
円

　
　
中
学
〜
幼
年
　
　
五
三
〇
円

一
、
出
品
締
切
り

　
令
和
五
年
七
月
二
十
四
日
（
月
）
必
着
の
こ
と

一
、
送
り
先

　
509
ー
5134
　
土
岐
市
泉
島
田
町
一
ー
三
〇

　
　
　
　
　
大
書
心
会
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
係

一
、
審
　
査

　
期
　
日
　
七
月
二
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
半
か
ら

　
会
　
場
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

　
　
　
　
　
　
　
三
階
第
一
～
二
会
議
室

一
、
審
査
員

　‌�

認
定
審
査
員
・
及
び
八
十
点
以
上
出
品
の
団
体
責

任
者
に
委
嘱
。

一
、
褒
　
賞

　‌�

大
賞
・
準
大
賞
・
会
友
特
選
（
以
上
会
友
作
品
を

対
象
と
す
る
）・
会
長
賞
※
土
岐
市
長
賞
※
同
教

育
長
賞
※
同
市
議
会
議
長
賞
※
中
日
新
聞
社
賞
・

大
書
心
会
賞
・
理
事
長
賞
・
師
範
会
賞
・
理
事
奨

励
賞
・
特
選
・
奨
励
賞
・
俊
英
賞
・
優
秀
・
秀
作
・

入
選
・
佳
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
※
印
は
申
請
中
）

　
○‌

　�

全
員
に
賞
状
、
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。

　
○‌

　��

成
績
優
秀
な
団
体
に
は
、
団
体
賞
を
授
与
し
ま

す
。

一
、
団
体
出
品

　�

５
点
以
上
ま
と
め
て
出
品
の
場
合
は
団
体
扱
い

と
な
り
ま
す
。
特
典
も
あ
り
、
そ
の
他
出
品
目
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
大
書
心
会
事
務
局
あ

て
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
▽�

支
局
・
支
部
に
は
、
予
め
出
品
目
録
を
郵
送
い

た
し
ま
し
た
。

一
、
成
績
発
表

　‌�
本
誌
十
月
号
誌
上
。（
各
団
体
宛
に
も
通
知
い
た

し
ま
す
）

　
　
※
作
品
展
及
び
授
賞
式
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

一
、
会
長
賞
受
賞
者
の
特
典

　
●‌

　�

六
段
以
下
の
受
賞
者
は
一
階
級
昇
格
を
認
め

ま
す
。

　
●‌

　�

現
在
小
五
年
生
以
上
で
、
幼
年
か
ら
通
算
し
て

三
回
受
賞
し
た
場
合
は
会
友
を
認
定
し
ま
す
。

　
※
い
ず
れ
も
八
月
か
ら
昇
格
し
ま
す
。

一
、
特
別
昇
級
の
特
典

　�

硬
筆
部
１
級
以
下
の
出
品
者
は
、
全
員
一
階
級
特

進
を
認
め
ま
す
。（
申
請
者
の
み
）

一
、
そ
の
他

　
○‌

　�

一
人
何
点
で
も
出
品
で
き
ま
す
が
、
特
別
賞
受

賞
は
一
人
一
点
と
し
ま
す
。

　
○‌

　�

出
品
料
は
為
替
か
小
為
替
に
し
て
作
品
と
同

封
し
書
留
で
送
る
か
、
現
金
書
留
に
よ
る
送
金

に
限
り
ま
す
。（
振
替
、
そ
の
他
は
不
可
）

　
○‌

　�

作
品
は
月
例
競
書
と
同
封
し
て
も
よ
ろ
し
い

が
必
ず
混
同
し
な
い
よ
う
、
明
確
に
区
別
し
て

下
さ
い
。

 

〔
注
〕

※�

硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
及
び
授
賞
式
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
今
年
も
休
止
い
た
し
ま
す
。

※�

こ
の
誌
上
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご

応
募
下
さ
い
。

　▼
原
寸
大
手
本
（
コ
ピ
ー
）

　
　
　
一
枚
…
…
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

▼
選
定
用
紙
（
四
行
・
五
行
用
紙
と
も
）

　
　
　
一
冊
…
…
八
〇
円
（
送
料
実
費
）

　
※�

ご
注
文
の
節
は
、「
四
行
」
ま
た
は
「
五
行
」

と
は
っ
き
り
ご
指
定
下
さ
い
。
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幼
　
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
一
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
二
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

※
「
ペ
ン
」
は
、
つ
け
ペ
ン
、
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
。
　
　
　
※
幼
年
か
ら
小
三
ま
で
は
上
一
段
あ
け
て
書
い
て
下
さ
い
。
句
読
点
は
省
略
し
ま
す
。

小
三
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
五
年
（
ペ
ン
）

小
四
年
（
ペ
ン
）

中
一
年
　
楷
書
（
ペ
ン
）

中
二
・
三
年
　
行
書
（
ペ
ン
）

小
六
年
（
ペ
ン
）

第 104 回コンクール課題　（テーマ＝植物）
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短期特別課題 原 点 回 帰

憲
照
先
生
の
手
本
ア
‐
ラ
‐
カ
ル
ト

（31）

�

（
à
‐
l
a
‐
c
a
r
t
e
）  

　
　

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）

昭
和
50
年
５
月

つけペン・墨汁使用

〔
解
　
説
〕

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼�

今
回
も
硬
筆
部
だ
け
に
限
り
ま
す
。
全
員
本
会
段
位

用
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
硬
筆
を
習
っ
て
い
な
い
方

も
、
出
品
は
可
能
で
す
。
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

▼�

用
具
は
自
由
で
す
が
、
線
美
を
追
求
の
た
め
に
は
、

つ
け
ペ
ン
・
墨
汁
を
お
薦
め
し
ま
す
。

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
硬

筆
規
定
の
成
績
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
無
記
入
で
も
結
構
で
す
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲

載
し
ま
す
が
、成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。

▼�

月
例
作
品
と
同
封
す
る
場
合
は
、
必
ず
別
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
分
け
、表
に
「
月
例
」「
短
期
特
別
」
と
明
記

し
て
混
同
し
な
い
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

わ
ず
か
に
右
上
が
り

止
め
る

１

１

２

２

３

３

４

４

５

５

６

★
一
つ
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
日
蓮
上
人

　
　
鎌
倉
中
期
の
僧

　
「
百
人
千
人
な
れ
ど
も
、
一
つ
心
な
れ
ば
必

ず
事
を
成
ず
」
が
全
文
。

　
一
人
の
人
で
あ
っ
て
も
二
つ
の
心
が
あ
れ

ば
、
目
的
と
す
る
事
の
精
神
が
定
ま
ら
ず
、

あ
れ
こ
れ
乱
れ
、
迷
い
を
生
じ
て
し
ま
い
何

事
も
成
就
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
、
た
と

え
百
人
・
千
人
の
心
で
あ
っ
て
も
、
目
的
が

一
つ
に
定
ま
っ
て
い
れ
ば
何
事
も
成
就
す
る

の
で
あ
る
。

◎�

本
会
は
、
今
年
で
創
立
六
十
八
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
世
の
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

世
界
中
が
不
安
の
中
に
い
ま
す
。

　�

し
か
し
な
が
ら
諸
先
生
、
会
員
の
皆
様
の
〝
書
〟
へ

の
意
欲
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
時
間
と
共
に
基
本
的

活
動
は
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◎�

今
年
の
短
期
特
別
課
題
は
、昨
年
同
様
『
原
点
回
帰
』

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
本
会
の
創
設
者
奥
村
憲
照
先
生

の
手
本
を
改
め
て
学
び
直
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

お
手
本
は
、
硬
筆
、
毛
筆
、
一
般
部
、
教
育
部
な
ど

も
合
わ
せ
れ
ば
相
当
数
あ
り
ま
す
。
同
一
課
題
を
楷
・

行
・
草
の
順
で
繰
り
返
し
、
掲
載
し
て
い
く
予
定
で

す
。

◎�

多
く
の
方
が
か
つ
て
憧
れ
た
憲
照
先
生
の
書
と
向
き

合
う
こ
と
で
、
書
へ
の
情
熱
を
今
一
度
燃
え
上
が
ら

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎�

創
立
七
〇
周
年
に
向
け
て
、
力
強
く
歩
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。



新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕

−  3  −

新
あら

　井
い

　龍
りゅう

　峰
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

〔解　説〕

★
三
セ
ン
ト
…
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
エ
ー
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン

　（
一
八
〇
九
～
一
八
六
五
）

　
米
合
衆
国
十
六
代
大
統
領

　
大
政
治
家
で
あ
っ
た
彼
は
若
い
頃
あ
る

商
店
で
店
員
を
し
て
い
ま
し
た
。
閉
店
後

売
上
げ
が
三
セ
ン
ト
多
く
あ
る
事
に
気
付

き
、
夜
中
払
い
過
ぎ
た
人
の
家
を
探
し
ま
し

た
。
や
っ
と
探
し
あ
て
た
彼
は
不
注
意
を
深

く
詫
び
、
三
セ
ン
ト
を
さ
し
出
す
と
そ
の
人

は
「
あ
な
た
は
こ
の
た
っ
た
三
セ
ン
ト
の
た

め
に
…
。
こ
の
尊
い
お
心
も
ち
を
い
つ
ま
で

も
失
わ
ず
持
ち
つ
づ
け
て
下
さ
い
」
と
言
い

ま
し
た
。
三
セ
ン
ト
は
約
五
円
。

　
こ
の
頃
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
彼
の
正
義
感

あ
ふ
れ
る
精
神
が
後
の
奴
隷
解
放
へ
と
つ
な

が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
そ
の
人
を

　
知
ら
ず
ん
ば

　
そ
の
友
を
見
よ

★
身
を
捨
て
て
…
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
千
葉
周
作
　
北
辰
一
刀
流
開
祖

　
幕
末
の
剣
豪
で
名
高
い
周
作
に
あ
る
男
が

命
が
け
の
願
い
が
あ
る
と
や
っ
て
来
た
。
聞

け
ば
浪
人
の
辻
斬
に
出
会
い
ど
う
し
た
ら
楽

に
斬
ら
れ
る
か
教
え
を
受
け
に
来
た
と
い

う
。
死
を
覚
悟
の
男
に
驚
い
た
周
作
は
、
浪

人
が
か
ま
え
た
ら
目
を
閉
じ
て
か
ま
え
る
様

教
え
た
。
男
が
浪
人
の
所
へ
行
き
教
え
通
り

に
す
る
と
、
浪
人
は
自
分
よ
り
男
が
強
く
見

え
た
ら
し
く
逃
げ
て
い
っ
た
。
周
作
は
そ
れ

を
聞
く
と
、
命
を
捨
て
て
か
か
っ
た
男
の
剣

が
命
を
救
い
、
こ
れ
ぞ
身
を
捨
て
て
こ
そ
浮

か
ぶ
瀬
あ
れ
だ
と
男
に
言
っ
た
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
青
年
が

　
世
事
を
学
ぶ
の
は

　
同
輩
か
ら
で
あ
る

　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　
▼
師
範
＝
楷
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

一 般 部 規 定 課 題� 締切り　7 月 24 日（必着）

古
ふる

　田
た

　瑞
ずい

　苑
えん

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

１
２

３

５

４

波
法

打
ち
直
す

軽
く
止
め
る

反
る

反
る

丸
み
を

反る

反る

反る



新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  4  −

〔
句
解
〕
ば
っ
さ
り
と
刀
で
切
ら
れ
た
と
い

う
夢
は
本
当
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
夢
か
ら

覚
め
て
み
る
と
蚤
に
食
わ
れ
た
あ
と
が
あ
る

（
そ
れ
を
夢
で
は
刀
で
切
ら
れ
た
と
み
た
の

だ
ろ
う
）
。

〔
鑑
賞
〕
去き

ょ

来ら
い

曰い
わ

く
「
其
角
は
誠
に
作
者
に

て
は
べ
る
。
わ
づ
か
に
蚤
の
食
ひ
つ
き
た

る
こ
と
、
た
れ
か
か
く
は
い
ひ
尽
く
さ
ん
」。

芭ば

蕉
し
ょ
う

曰い
わ

く
「
彼
は
定て

い

家か

の
郷

き
ょ
う

な
り
。
さ
し

て
も
な
き
こ
と
を
こ
と
ご
と
し
く
言
ひ
つ
ら

ね
は
べ
る
と
き
こ
え
し
評
に
似
た
り
」
と
伝

え
る
。

〔
解
説
〕〈
め
〉
の
一
画
目
は
縦
目
に
書
き
、

二
画
目
は
縦
線
に
巻
き
付
け
る
よ
う
に
書
く

と
よ
い
。

◆
８
月
課
題
予
告

　
馬
洗
ふう

川
す
そ
闇く
ら

き
水く
い
な鶏
か
な

�

（
立た
ち

花ば
な

北ほ
く

枝し

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

切
ら
れ
た多

る
夢遊

め

は者

ま
こ
と東

か可

蚤
の
あ阿

と

切
ら
れ連

た多

る
夢
は盤

ま万

こ
と登

か可

蚤
の農

あ
と

切
ら
れ
た
る
夢
は
ま
こ
と
か
蚤の

み

の
あ
と

�

（
榎え

の

本も
と

其き

角か
く

）

一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　7 月24 日（必着）

〔
古
筆
参
考
〕

連れ遊ゆ者は盤は農の



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

〔古筆参考〕

−  5  −

中
なかつかさしゅう

務 集

�
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

　
　
ひ飛

さ
し
く
わ
づ
ら
ふ布

こ
ろ

ひ
ぐ
ら
し
の
な奈

つ
の
ひ飛

ぐ
ら
し

く
る
し
く
て
な奈

ど
か可

く
な
が可

き支

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

・�

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋩
と
㋥
、

㋩
と
㋬
、
㋭
と
㋬
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・

○
余
白
大
切
。

・

↓
線
の
方
向  

⎭⎜⎬⎜⎫

・�

●
密
の
動
き

　 

そ
れ
ぞ
れ
注
意
。

・

�

、○
の
場
所

◆
８
月
課
題
予
告

　
花
薄
心
あ
て
に
ぞ
分
け
て
ゆ
く

　
ほ
の
見
し
道
の
跡
し
な
け
れ
ば

㋥㋥ ㋩

㋺ ㋑

㋭㋬

〔
歌
意
〕
月
以
外
に
は
秋
の
山
里
の
庵
を
訪

れ
る
も
の
も
な
い
の
で
、
月
の
光
が
さ
し
入

る
だ
ろ
う
と
、
日
の
暮
れ
る
の
が
嬉
し
く
思

わ
れ
る
よ
。

〔
出
典
〕
新
潮
日
本
古
典
集
成

〔
解
説
〕

月
な
ら
で
さ
し
い
る
影
の
な奈

き起

ま
ま
に二

暮
る
るゝ
う
れ
し志

き
秋
の
山や

万

里佐
と



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　 （
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  6  −

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

連
日
の
猛
暑
に
食
欲
減
退
の
こ
の
頃
、

体
力
の
回
復
を
図
る
べ
く
、
鰻
を
食
べ
に

行
こ
う
か
と
思
案
中
で
す
。
土
用
丑
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
な
る
べ
く

早
め
に
予
約
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

都
合
の
良
い
日
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

締切り　7 月 24 日（必着）



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  7  −

〔�

条
幅
解
説
〕

　
初
心
の
方
か
ら
師
範
迄
の
方
の
手
本
と
な
る
と
、
ど
の

ク
ラ
ス
に
焦
点
を
あ
て
た
手
本
に
す
れ
ば
よ
い
か
迷
い
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
う
創
作
を
し
て

よ
い
の
で
す
。
上
位
の
方
は
古
典
や
図
録
の
中
の
よ
い
も

の
と
入
れ
替
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
案
外
楽
し
い
も
の
で

す
よ
。
只
、
そ
の
ま
ま
ス
ン
ナ
リ
調
和
し
て
納
ま
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
上
下
、
左
右
の
字
の
形
、
潤

渇
に
よ
っ
て
変
化
調
和
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

一
人
よ
が
り
に
な
ら
な
い
で
批
評
と
指
導
を
頂
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
楽ら

く

で
得
手
な
書
法
は
個
性
で
は
な

く
、
案
外
、
癖
、
我
流
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。
進
歩
と

は
苦
し
い
方
向
に
歩
む
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
海4

開
き
山
開
き
の
時
期
を
迎4

え
て

　
　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏4

の
到
来
で
す

　
　
夏
休
み
に
は
是4

非
ご
家
族
揃
っ
て

　
　
当4

地
へ
遊
び
に
お
出
か
け
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
青
々
と
し
た
山

は
水
面
に
連
な
っ
て
映

り
、
美
し
い
蓮
の
花
が
咲

き
湖
一
面
に
香
り
が
充
満

す
る
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

行
間
変
更
（
も
と
は

15.3 

pt
）

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

青
せ
い
ざ
ん
か
げ
を
さ
か
さ
に
し
て
み
ず
か
く
に
つ
ら
な
り

山

倒

影

水

連

郭

　

白は

く

ぐ

う

は

な

を

な

し

て

こ

う

こ

に

み

つ

藕

作

花

香

満

湖



−  8  −−  9  −

〔
解
説
〕

游ゆ
う
ぎ
ょ
り
ょ
く
か
を
う
ご
か
す

魚

動

緑

荷

　〔
大
意
〕�

池
水
に
た
わ
む
れ
る
魚
が
緑
色
の
蓮
葉
を
動
か
す
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　 一 般 部 毛 筆 漢 字 課 題 � 締切り　7 月24 日（必着）

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
楷
書
）�

清し

　
水み

ず

　
翠す

い

　
芳ほ

う  

書



−  8  −−  9  −

〔
解
説
〕

　
※�

文
献
に
よ
っ
て
字
体
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〔
出
典
〕
孔
子
廟
堂
碑
（
六
二
六
～
六
三
三
）

〔
筆
者
〕
虞
世
南
（
五
五
八
～
六
三
八
）

〔
読
み
〕�

四し

科か

を
以も

っ
て
し
、
其そ

の
七し

ち

（
教

き
ょ
う

に
）
明あ

き

ら
か
な
り
。

◆
８
月
課
題
予
告※

旁
と
同
じ

　
　 

以
　
　
　
　
　 

四
　
　
　
　
　
　 

科
　
　
　
　
　
　
　
明
　
　
　
　
　
　  

其
　
　
　
　
　
　
　
七

　 一 般 部 毛 筆 漢 字 課 題 � 締切り　7 月24 日（必着）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

須す

　
田だ

　
一い

ち

　
葉よ
う  

臨



−  11  − −  10  −

　 一 般 部 毛 筆 か な 課 題 � 締切り　7 月24 日（必着）

〔
解
説
〕

　
ま
ず
全
体
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
上
５
は
、
力
強
く
書
き
出
し
ま
す
。

　
中
７
は
、
墨
継
ぎ
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
書
き

ま
す
。

　
下
５
は
、
墨
継
ぎ
し
、「
川
濃
」
の
所
で

太
さ
を
出
し
て
変
体
仮
名
を
書
い
て
い
ま
す
。

　
全
体
の
１
字
１
字
は
、
だ
い
た
い
ま
っ
す

ぐ
に
立
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
行
が
揺
れ
て

〈
中
心
移
行
〉
し
て
い
る
〈
行
の
揺
ら
ぎ
〉

を
よ
く
捉
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
、
１
行
１
行
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
「
や
み
す
ゝ
し
」

　
「
や
」、
た
っ
ぷ
り
含
墨
し
た
筆
で
、
横

線
の
第
１
画
は
、
ま
ず
突
い
て
（
蔵
鋒
で
）

ゆ
っ
く
り
書
き
出
し
、
そ
し
て
少
し
速
め

て
、
曲
線
に
入
っ
た
ら
ま
た
ゆ
っ
く
り
回
っ

て
、
回
り
切
っ
た
ら
速
く
左
へ
行
く
な
り
空

中
に
舞
い
上
が
り
ま
す
。
空
中
か
ら
勢
い
よ

く
下
り
て
点
を
打
ち
、
素
早
く
縦
線
に
入
っ

て
ユ
ッ
ク
リ
そ
し
て
速
く
垂
直
に
下
ろ
し
ま

す
。

　
「
み
」、
そ
の
勢
い
で
受
け
て
横
線
を
引

き
、
角
に
突
き
当
た
っ
て
太
く
ジ
ッ
ク
リ
、

回
る
と
こ
ろ
で
遅
く
、
回
り
切
っ
た
ら
速
く

パ
ン
っ
と
止
ま
り
ま
す
。
次
第
に
速
く
直

線
を
引
き
、「
す
し
」、「
す
」
で
く
る
り
と

回
っ
た
ら
さ
わ
や
か
に
「
し
」
ま
で
巻
き
終

え
ま
す
。

　
「
く
さ
の
ね
を
ゆ
く
」

　
「
見
川
濃
於
斗
」

　
こ
の
２
行
と
も
、
各
行
の
下
の
方
に
行
っ

て
、
中
心
移
行
（
揺
ら
ぎ
）
し
て
い
ま
す
。

揺
ら
ぎ
は
行
が
倒
れ
る
こ
と
な
く
、
ゆ
ら
り

と
し
な
が
ら
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

〔
句
意
〕�

闇
の
底
か
ら
さ
ら
さ
ら
と
草
の
中
を
流
れ
る
音
が
聞
こ

え
て
来
る
。
そ
の
音
が
涼
味
を
感
じ
さ
せ
る
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
夜
の
散
策
で
あ
ろ
う
。
爽
涼
の
感
が
あ
る

句
。

　
　
　
　
◆
８
月
課
題
予
告

　
　
　
　
　
谷た

に

底ぞ
こ

の
朴ほ

ほ

よ
り
山や

ま

の
粧よ

そ

ふ
ら
し

闇や
み

涼す
ゞ

し
草く

さ

の
根ね

を
行ゆ

く
水見

川

の濃

音於
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石い

し

井い

露ろ

月げ
つ

（州）

新
入
か
ら
１
級
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書



−  11  −

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書

−  10  −

　 一 般 部 毛 筆 か な 課 題 � 締切り　7 月24 日（必着）

〔
歌
意
〕�

焼
岳
の
噴
き
上
げ
て
い
る
煙
の
中
か
ら
不
意
に
現
れ

て
、
岩
燕
が
飛
ぶ
よ
、
青
々
と
し
た
空
を
。

　
　
　
　
◆
８
月
課
題
予
告

　
　
　
　
　
思お

も

は
ぬ
に
時し

ぐ

れ雨
の
雨あ

め

は
降ふ

り
た
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
天あ

ま

雲ぐ
も

は
れ
て
月つ

く

夜よ

さ
や
け
し

〔
解
説
〕

　
ま
ず
全
体
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　〈
新
料
紙
〉
に
書
い
て
い
ま
す
。

　〈
料
紙
〉
は
高
価
で
す
か
ら
、
新
料
紙
は

そ
れ
を
写
し
て
大
量
に
印
刷
し
た
も
の
で
、

値
段
が
安
く
料
紙
の
１
／
50
く
ら
い
で
す
。

　
新
料
紙
で
も
料
紙
の
雰
囲
気
は
あ
り
ま
す

か
ら
、
か
な
書
の
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

従
っ
て
、
競
書
の
出
品
に
は
新
料
紙
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
展
覧
会
の
出
品
に
は
料
紙
で
す
。

　
さ
て
１
行
１
行
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「
焼
岳
の
介
む
り
能
」

　「
焼
岳
」
は
、
漢
字
で
格
好
よ
く
書
き
出

し
ま
し
ょ
う
。

　「
の
介
」「
り
」
は
、
上
の
流
れ
を
受
け

て
、「
む
」「
能
」
は
、
横
広
に
書
い
て
変
化

を
。

　「
う
ち
に
現
連
弖
」

　「
う
ち
に
」
は
、
か
す
れ
て
き
て
も
気
持

ち
は
ゆ
っ
た
り
し
て
運
筆
し
ま
す
。

　「
現
」
は
、
偏
で
や
や
ゆ
っ
く
り
書
い
て

墨
を
出
し
、
ツ
ク
リ
は
速
度
を
速
め
て
い
き

ま
す
。「
連
弖
」
は
、「
弖
」
の
途
中
で
や
や

遅
く
し
て
最
後
は
一
気
に
余
白
へ
突
進
し
ま

す
。

　「
い
者
つ
は
め
と
ふ
」

　
し
っ
か
り
墨
継
ぎ
し
、
慎
重
に
「
い
」
を

書
き
、

　「
あ
を
雲
の
上
尓
」

　「
あ
」
は
、
右
全
体
を
見
な
が
ら
位
置
を

見
極
め
、
「
を
雲
」
と
左
右
に
揺
ら
し
、

　「
の
」
は
、
軽
や
か
に
細
く
、「
上
」
は
、

右
の
行
も
見
な
が
ら
、「
尓
」
は
、
全
体
を

見
て
書
き
終
わ
り
ま
す
。

焼
岳
の
け介

む
り
の能

う
ち
に
現
れ連

て弖

　
　
　
岩い

者

燕
つ
は
め

飛と

ぶふ

青あ
を

雲
の
上
に尓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪く

ぼ

田た

空う
つ

穂ぼ



よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  12  −−  13  −

教
き ょ う い く ぶ

育 部 硬
こ う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

た
け

１

１

１

１

１

１

１

２１

２

２

２

２

２
３

３

３

３

４



小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  12  −−  13  −

教
き ょ う い く ぶ

育 部 硬
こ う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

オ
ウ

み
じ
か

ほ
し

か
わ

ジ

ま
る

タ

み

は
し



小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

−  14  −−  15  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

教 育 部 硬 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

あ
に

な
に

ご
と

ネ
ッ

と
（
り
）

く
（
む
）

セ
イ

シ
ン

シ
ン

は
か

は
し
ら

チ
ョ
ウ

し
る
し



解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  14  −−  15  −

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教 育 部 硬 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

イ

コ
ク

キ
ョ
ク

ゲ
イ

シ

コ
ウ

ド

わ
ざ



◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、‌�

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。
（
黒
色
に
限
る
）

一
、  ‌�

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、‌�

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  16  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

しめきり　7 月 24 日（必着）

▼小三年以下の課題　　松
まつ

　浦
うら

　秋
しゅう

　琴
きん

　書

▼小四年以上の課題　　保
やす

　田
だ

　翠
すい

　苑
えん

　書

ど
お

び
ら

ま

さ
ん

て
い

ぼ
う

そ
う

ぞ

ぽ

あ
つ

け
ん

あ
い

げ
つ

に
っ

ち
ゅ
う

こ

ん

ち
ょ
う



−  17  −

幼
年
〜
小
二
年
　
　
酒さ

か

　
井い

　
智と

も

　
仔こ

　
書
　
　

教
き ょ う い く ぶ

育 部 毛
も う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

� しめきり　7 月 24 日（必着）



−  18  −

小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書
　
　

−  19  −

教 育 部 毛 筆 課 題 � しめきり　7 月 24 日（必着）

1

2
3



−  18  −−  19  −

小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書
　
　

教 育 部 毛 筆 課 題 � しめきり　7 月 24 日（必着）




